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目	 的 
	 安藤・海野（2008）は、自由研究は現行の学
習指導要領では触れられていないが、一般に夏

休みの宿題として定着していると述べている。

現在、ICT教育の充実により、子どもの多くは
調べ物の際にインターネットを利用している。

そこで本研究では、自由研究におけるインター

ネットの利用について、教える側の意図と子ど

もの実態を調査した。これらの結果から、子ど

もが自由研究のどの過程で情報を必要として

いるかを明らかにし、指導の際、どのような支

援が必要かを検討する。 
方	 法 

	 現在使用されている小学校および中学校理

科の教科書を精査し、自由研究に関する記載が

あった場合、インターネットの利用に関して、

研究のどの部分で利用するよう紹介されてい

るかを調べた。また、Google AdWords: Keyword 
Plannerというツールを利用し、2014年 4月か
ら 2015 年 3 月までの間に、「自由研究」とい
う用語が他のどういった用語と一緒に検索さ

れていたか、また、それらの組み合わせでの検

索数がひと月あたり何回あったかを調査した。 
結	 果 

	 教科書に記載されている自由研究でのイン

ターネット利用については、主に「計画を立て

るための情報を集める際に」、「調査を実施す

る時の調べものに」利用する例が紹介されてい

た。インターネットでの検索の傾向を解析した

結果、「自由研究」という単語を含んだインタ

ーネット検索は 1年間で約 400万回行われてい
た。「自由研究」という単語と一緒に検索され

ていた言葉について、類似しているもの同士を

まとめた結果、それぞれの検索数は図 1のよう
であった。 

考	 察 
	 検索ワード分析の結果、子どもは何らかの形 

図１	 自由研究と一緒に検索されていた単語 

で研究のテーマそのものを探していることが

分かった。これは、子どもが自由研究を進める

上で、研究のテーマ設定に関する情報を必要と

していることを示している。このことは、萩原

ら（1999）の「子どもが自ら探究の課題を設定
する場合、教師の支援がかなり必要である」と

いう報告と一致する。しかし、研究のテーマを

探すというインターネットの利用法は、いずれ

の教科書でも触れられておらず、本研究から明

らかとなったインターネットの利用実態は、子

どもが自身の疑問を探究するという自由研究

の目的から逸脱している可能性を指摘する。 
まとめ 

	 自由研究において、子どもはインターネット

を利用して「研究のテーマ」を探している傾向

が明らかとなった。このことは、自由研究の指

導においては、テーマ設定について、子どもが

自身で疑問を見つけるための支援が必要であ

るとともに、自由研究の目的を事前に子どもに

指導することの重要性を示唆するものである。 
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